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• Oracle on Windows
• 参考資料、コラム（オラクル都市伝説）、イベント・セミナー情報 etc
• http://www.oracle.co.jp/campaign/mb_tech/

• Windows Server System Center / OTN Japan
• http://www.oracle.com/technology/global/jp/tech/windows/

• .NET + Oracle Database
• .NET Developer Center / OTN Japan

http://www.oracle.com/technology/global/jp/tech/dotnet/
• 意外と簡単!? .NETでOracle / OTN Japan

http://www.oracle.com/technology/global/jp/columns/easy/dotnet/



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 2

• オラクル都市伝説 / Oracle on Windows
• http://www.oracle.co.jp/campaign/mb_tech/column/
• シーズン2連載中！

其の一：地獄からの生還本当にあった怖い話

其の二：喪われた時間を取り戻せ！ある男の過ち

其の三：ベテランエンジニアの魂がデータベースに宿る

其の四：本当にオラクルデータベースを選択すると「ソースコードがスリ
ム」になるのか？を徹底検証



<Insert Picture Here>

Oracle Direct Seminar

日本オラクル株式会社

Oracle DatabaseとSQL Serverの連携と運用



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 4

<Insert Picture Here>

Agenda

• 異なるデータベースを運用する課題
• Oracle DatabaseとSQL Serverのデータ連携方法
• Oracle DatabaseとSQL Serverの一元管理について
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課題: サーバーが乱立し、使用率も極めて低い

• サーバー乱立による弊害
運用管理が煩雑

各種コストが膨大（電気代、保守料等）

Resource: 12%

Resource: 8%

Resource: 4%

Resource: 18%

Resource: 5%
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課題: データの分断が発生

TMI
（機関投資家向け

情報提供システム）

公開ホームページTarget
（取引参加者向け
情報提供システム）

Solaris/Oracle

個別の個別の
AP ServerAP Server

TDnet
（上場会社情報

適時開示システム）

Solaris/SymfoSolaris/Oracle・HiRDB

銘柄マスタ

システム

Solaris/Oracle

データ

ウェアハウス

Non-stop SQL
個別の個別の
DB ServerDB Server

現状のシステムイメージ現状のシステムイメージ

各システム毎にデータが分断

重複データの発生。マスタデータの不整合

現状の問題点・課題

個別の個別のStorageStorage

Solaris/Oracle
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<Insert Picture Here>

Agenda

• 異なるデータベースを運用する課題
• Oracle DatabaseとSQL Serverのデータ連携方法
• Oracle DatabaseとSQL Serverの一元管理について
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異なるデータベースの連携方法

•Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseの標準機能
•異なるデータベースにDBLinkを設定可能
•Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseの標準機能
•異なるデータベースにDBLinkを設定可能

Database GatewayDatabase Gateway

•シングル・ユーザ・インタフェースで以下を実現
• データ・モデリング
• データ・コンプライアンス
• データ統合
• データ品質

•シングル・ユーザ・インタフェースで以下を実現
• データ・モデリング
• データ・コンプライアンス
• データ統合
• データ品質

Oracle Warehouse BuilderOracle Warehouse Builder

•データフローの自動生成
•ナレッジ・モジュール等により開発工数削減
•SOA補完ツールとしても利用可能

•データフローの自動生成
•ナレッジ・モジュール等により開発工数削減
•SOA補完ツールとしても利用可能

Oracle Data IntegratorOracle Data Integrator
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Oracle Database Gateway for ODBC

• データベースに付属する無料機能
• ODBCでOracle以外のシステムと連携する
• 下記のデータベースにアクセスし、データを統合する

Ms Sql Server , Foxpro, Access, dBaseなど.
Excelなどリレーショナル・データベース以外のシステム

• 下記のOS上動作可能
Solaris Sparc
HP/UX, HP Itanium (11g)
Windows
AIX
Linux x86 とx86 64bit (11g)
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Client Application

Oracle Database

ODBC Driver Manager

ODBC Driver

Network

Net

Oracle
Component

Non-Oracle
Component

Oracle Database Gateway for ODBC

Non-
Oracle
System

Machine 1

Machine 3Machine 2

Net

Database Gateway 
for ODBC

概要構成
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Database Gateway for ODBC の設定　　1/2

tnsnames.oraファイルを下記のように設定する

GWTEST=(DESCRIPTION=
(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(PORT=1521)(HOST=10.182.114.33))
(CONNECT_DATA=
(SID=GWTEST))
(HS=OK))

GWTEST=(DESCRIPTION=
(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(PORT=1521)(HOST=10.182.114.33))
(CONNECT_DATA=
(SID=GWTEST))
(HS=OK))

上記の設定はOracle database がインストールされているマシンで実施上記の設定はOracle database がインストールされているマシンで実施

SID :Gateway サーバー上に設定するSID

HS=OK:Gateway　サーバーに接続することを表明

SID :Gateway サーバー上に設定するSID

HS=OK:Gateway　サーバーに接続することを表明
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Database Gateway for ODBC の設定　　2/2

データベース・リンクを作成します。

CREATE PUBLIC DATABASE LINK GWSQL 
CONNECT TO "sa" IDENTIFIED BY "oracle"
USING 'GWTEST';

CREATE PUBLIC DATABASE LINK GWSQL 
CONNECT TO "sa" IDENTIFIED BY "oracle"
USING 'GWTEST';

データベースリンク作成の各部分に関して、下記のようになります。
create public database link "＜DBLINK名＞“ connect to "＜MS SQL 
Server 接続ユーザー名＞" identified by "＜ MS SQL Serverユーザーパス
ワード＞" using '＜tnsnames記載のサービス名＞'; 

データベースリンク作成の各部分に関して、下記のようになります。
create public database link "＜DBLINK名＞“ connect to "＜MS SQL 
Server 接続ユーザー名＞" identified by "＜ MS SQL Serverユーザーパス
ワード＞" using '＜tnsnames記載のサービス名＞'; 

上記の設定はOracle database がインストールされているマシン1にて実施上記の設定はOracle database がインストールされているマシン1にて実施
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実行イメージ

SQL*PLUSにて下記のSQLを実行し、データベースリ
ンクを通してMS SQL Server にある employee表のデー
タ件数を集計します。結果は下記のようになります。

SQL> select count('x') from "employee"@GWSQL;
COUNT('X')
----------

43

SQL> select count('x') from "employee"@GWSQL;
COUNT('X')
----------

43
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異なるデータベースの連携方法

•Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseの標準機能
•異なるデータベースにDBLinkを設定可能
•Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseの標準機能
•異なるデータベースにDBLinkを設定可能

Database GatewayDatabase Gateway

•シングル・ユーザ・インタフェースで以下を実現
• データ・モデリング
• データ・コンプライアンス
• データ統合
• データ品質

•シングル・ユーザ・インタフェースで以下を実現
• データ・モデリング
• データ・コンプライアンス
• データ統合
• データ品質

Oracle Warehouse BuilderOracle Warehouse Builder

•データフローの自動生成
•ナレッジ・モジュール等により開発工数削減
•SOA補完ツールとしても利用可能

•データフローの自動生成
•ナレッジ・モジュール等により開発工数削減
•SOA補完ツールとしても利用可能

Oracle Data IntegratorOracle Data Integrator
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Oracle Warehouse Builder

Oracle Warehouse Builder (OWB)

シングル・ユーザ・インタフェース

データ・

コンプライアンス

-データ・プロファイル
-例外値処理
-ビジネス・ルール
-監査
-影響分析・系統分析

統合メタデータ管理

データ・

モデリング

-リレーショナルモデル

-多次元モデル

-アナリティックモデル

-ライフサイクル / チェン

ジマネジメント

データ統合

-バルクETL

-イベント・ドリブン

-メッセージ・ドリブン

-DBエンジンクエリ

データ品質

-標準化

-マッチ / マージ

-デ・デュプリケーション
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OWB の特徴

• 迅速なデータ・ウェアハウス、ETL
処理の設計

• 操作が容易なビジュアル・エディタ、
ウィザード形式のインタフェース

• 100を超える事前定義済みデータ
変換ライブラリを提供

• Oracleデータベースの有効活用
• ETLエンジンやウェアハウスのデー
タストレージ機能としてOracle デー
タベースを使用

• Oracleのスケーラビリティ・パフォー
マンス・セキュリティ・管理性・高可
用性をすべて享受

• メタデータによる一元管理
• 設計情報はすべて一元的に格納・
管理

操
　
作

&

監
　査

ク

ア

セ
ス

デ　ザ　イ　ン

メタデータ・キャプチャ

デ
ー
タ管
理

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

オブジェクトデータフロー

モニ
タ

デ
ー
タ
変
換

メタデータ

管理
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特徴1 –迅速なDWH、ETL処理の設計 –
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特徴2 – Oracle データベースの有効活用 –

Oracleデータベース 自身がETL処理の実行環境
- 夜間はETL処理、日中は問合せ処理

→ マシンリソースを効率的に活用
- Oracle DBAがすべての作業を管理可能

→ ETL管理者が不要、管理コストの削減

通常のETL処理通常の通常のETLETL処理処理 OWB のETL処理OWB OWB ののETLETL処理処理
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特徴3 – メタデータによる一元管理 –

• メタデータの複製
• 変更履歴の管理
• セキュリティ(ロール)管理
• 拡張性

• ユーザ定義プロパティ、オブジェクト、
リレーション

• メタデータレポート(HTML)
• 標準的なフォーマットで出力可能
• 影響分析・系統分析

メタデータ
管理

ソース・メタデータ
の再インポート

統計・監査 影響分析

コード生成 調整

設計メタデータ
の更新

システム要件
ビジネス要件
データ構造

データ・ウェアハウス

再
配
布

変
更
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OWB設計から配布までの流れ

　　　ターゲットスキーマ　　　ターゲットスキーマOWBリポジトリOWBリポジトリ

ソースデータ

コントロール
センター
サービス

コントロール
センター
サービス

コントロールセンター

ターゲット・データベース

設計用データベース

コードの配布

クライアント

リポジトリ・ブラウザリポジトリ・ブラウザ

デザインセンターデザインセンター

OWBリポジトリ（設計メタデータ）OWBリポジトリ（設計メタデータ）

作業者

ソース定義

コードの生成

実データのロード

メタデータの

インポート

１

ターゲット定義

２

ETLオブジェクト設計

３

４

コードの実行による
ETL処理

５
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OWBでサポートするソース・ターゲット

Applications: 
Oracle Applications, Peoplesoft, Siebel,          
カスタム SQL アプリなど

Applications: 
Oracle Applications, SAP, Peoplesoft, Siebel,  
カスタムSQL アプリなど

フラットファイルフラットファイル

ODBCODBC

Oracle以外: 
IBM DB2, Microsoft SQL Server, Sybase, 
Informix, メインフレームなど
(via Oracle Transparent Gatewaysを使用)

Oracle以外: 
IBM DB2, Microsoft SQL Server, Sybase, 
Informix, メインフレームなど
(Oracle Transparent Gatewaysを使用)

Oracle:

表, 索引, マテリアライズドビュー, 外部表, ディメン
ション, キューブ など

Oracle: 

表, 索引, マテリアライズドビュー, 外部表, トランス
ポータブル表領域, SQL*Loader など

ターゲットソース
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１．ソースメタデータの抽出 (Oracle)
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１．ソースメタデータの抽出 (Oracle以外)

CMIビュー定義を介してERP/CRM
ソースのメタデータ抽出

OWB Connectors

GC（Generic Connectivity）
による異種DB接続は標準機能

フラットファイルはSQL*Loader
取り込み、もしくはOracleの外部

表として接続

OTG（Oracle Transparent 
Gateway）による異種DB接続

OTGは別ライセンスが必要
OTG
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２．ターゲットオブジェクト メタデータの設計
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２．ターゲットオブジェクト メタデータの設計

M-OLAP

論理設計

M-OLAP

R-OLAP
R-OLAP

Bitmap索引

パーティショニング

M-View
物理設計
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３．ソースとターゲットのマッピング

結合処理

変換処理

集計処理

ターゲットスキーマ
ソースデータ

キー参照

マッピング演算子

データ変換関数
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３．マッピング演算子、データ変換関数

200種類以上の
事前定義済
データ変換関数
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異なるデータベースの連携方法

•Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseの標準機能
•異なるデータベースにDBLinkを設定可能
•Database Gateway for ODBCは、Oracle Databaseの標準機能
•異なるデータベースにDBLinkを設定可能

Database GatewayDatabase Gateway

•シングル・ユーザ・インタフェースで以下を実現
• データ・モデリング
• データ・コンプライアンス
• データ統合
• データ品質

•シングル・ユーザ・インタフェースで以下を実現
• データ・モデリング
• データ・コンプライアンス
• データ統合
• データ品質

Oracle Warehouse BuilderOracle Warehouse Builder

•データフローの自動生成
•ナレッジ・モジュール等により開発工数削減
•SOA補完ツールとしても利用可能

•データフローの自動生成
•ナレッジ・モジュール等により開発工数削減
•SOA補完ツールとしても利用可能

Oracle Data IntegratorOracle Data Integrator
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Oracle Data Integratorの特徴

• 多様なデータソースから異種混合ターゲットへデータ移動と変換を行う
ツール

Oracle Data Integrator (ODI)の特徴

専用サーバー必要なし！専用サーバー必要なし！ 専用の中間サーバーが必要なく、パフォーマ
ンスのボトルネックが発生しにくい

簡単お手軽開発簡単お手軽開発
データフローの自動生成、ナレッジ・モ
ジュール等により、開発工数削減

SOA連携SOA連携 WebService APIにより、SOAプロセスへ
の組み込みが容易。SOA補完ツール
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中間サーバーを必要としない‘E-LT’アーキテクチャ

中間サーバー

従来の「ETL」

ODIでは「E-LT」

中間サーバーが不要

•中間サーバーを経由
•毎回すべてのデータをロード

Load

Transform

Extract

Transform

　コスト削減

　リアルタイム

　コスト削減

更新データ（差分）のみロード

　早い

LoadExtract

　中間サーバーがボトルネックに

A

B

C

A

B

C

ボトルネック解消は中間サーバーの台
数増（スケールアウト）で対応

中間サーバーの排除により、低コスト・高パフォーマンスを実現

中間サーバーのH/Wを必要とせず、ネットワーク転送処理
がETLに比べ少ないため、データ連携鮮度が高い
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直感的なGUI

　
ソース&ターゲットの一覧

開発画面開発画面

GUIツールの利用により直感的な開発が可能、高い開発生産性を実現

ターゲットの設定、
各カラムのマッピング

を設定

ソースの設定、
ソーステーブル内で
の結合を設定
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事前定義済み設定テンプレートの提供

ソースから差分データ

を読み取り
ソースから一時領域へ

ロード
ロード前整合性チェック 最適化された手法で

ターゲットへ移動

データ処理/変換を
サービス化して公開

メタデータのリバース
エンジニアリング

リバース

ジャーナライズ

ロード

チェック

統合
サービス

プラグイン・ナレッジ・モジュール・アーキテクチャ

CDC

ソース
一時表

エラー表

ターゲット表

WS
WS

WS

IBM DB2

Oracleデータベース

IBM Journal Oracle
SQL*Loader

Oracle
PL/SQL

Oracle
MERGE文 Web Service

それぞれのアーキテクチャに最適な言語によってコードを生成

SAP/R3
Siebel

Log Miner
DB2 Journals

SQL Server 
Triggers

Oracle
DBLink DB2 Exp/Imp

JMS Queues

Check MS 
Excel

Check 
Sybase

Oracle 
SQL*Loader

TPump/
Multiload

Type II SCD

Oracle Merge

Siebel EIM 
Schema

Oracle Web 
Services

DB2 Web 
Services

テンプレート
＝

ナレッジ・モジュール

テンプレートの再利用による低コスト開発の実現

多種多様なアーキテクチャの差を隠蔽し、開発生産性を高める

複数のアーキテクチャを内包しても、コードの維持やメンテナンス
コストの低減が可能
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多種多様なデータ間の連携

接続性
• データベース、ファイル、OSなどのテクノロジをソース/ターゲットとして利用可能
• 一般的にODIは下記の接続プロトコル使用し、ODIのソース/ターゲットとして使用可能

• JDBC, FTP, HTTPなど
• 以下のテクノロジをソース/ターゲットとして使用することが可能：

JDBC/ODBC経由、または専用のローディング・ユーティリティー；Essbase、TeradataなどOLAP

JDBC経由LDAP

JCA準拠のアダプタにより接続可能なパッケージ・ソフトウェア
例）SAP、Oracle Applications、Siebel/BIなど

ERP, CRM, その他の
パッケージソフトウェア

JMS準拠
例）Oracle ESB/BPEL、IBM Websphere MQ、SwiftMQ、Sonic MQなど

Message-Oriented Middleware

ReadおよびUpdateモード（DTDとXSDのサポート)XML

サードベンダーやJDBCドライバなど適切なアダプタを使用することで、ISAM、COBOL、DL/I、
IDS/II、Datacom、Adabasなどへの接続が可能

メインフレーム

可変長、固定長、CSV、Microsoft Access、Excelなどファイル

JDBCドライバを所有しているデータベース
例）Oracle、Btrieve、DB2/UDB、DB2/MVS、DB2/400、dBase、Hypersonic SQL、Informix、
Ingres、Interbase、Microsoft SQL Server、MySQL、Netezza、Paradox、Progress、
Sybase ASE、Sybase IQ、Sybase ASA、Teradataなど

データベース

多様なデータソースへの接続により、拡張性の高いシステム連携を実現
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SOA連携

ODIのWebサービスを利用することで、外部システムと連携可能

• Webサービス起動
- 外部のWebサービスを呼び出すツールを提供

• 公開Webサービス
- ODIのシナリオをWebサービスとして実行可能

ODIがシナリオ実行開始のWebサービスを
公開することにより、BPEL連携を実現

ODI Webサービス
のCALL

公開Webサービス例)　Oracle BPEL Process ManagerよりODIのシナリオの実行

ODIシナリオ

BPELプロセス
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Knowledge Modules＝事前定義済テンプレート
様々なテクノロジーに対応

Target Table

Sybase (Source)

抽出/ロード

C0

C1

LKM

LKM

LKM

IKM

Target Image

IKM

Error Table

CKMIKM

CKM

統合

Oracle (Target)

Loading Knowledge ModuleLoading Knowledge Module
ソースからターゲットソースからターゲットDBDBであるオラクルであるオラクルDBDB内の内の
ステージング・エリアに抽出ステージング・エリアに抽出//ロードを行います。ロードを行います。

Integration Knowledge ModuleIntegration Knowledge Module
ステージング・エリア領域でデータの統合を行いステージング・エリア領域でデータの統合を行い
ターゲットテーブルへデータをロードします。ターゲットテーブルへデータをロードします。

ステージング・エリア

Control Knowledge ModuleControl Knowledge Module
データ・ストアのデータ統合をコントロールし、データ・ストアのデータ統合をコントロールし、
不品質のデータをエラーテーブルに移行します。不品質のデータをエラーテーブルに移行します。

ORDERS

ORDER LINES

CORRECTION
FILE

データ品質チェック
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Knowledge Modulesの種類

ソース・ステージング領域に、チェンジ・データ・キャ
プチャに必要なオブジェクトを生成

ジャーナル
(Journal)

JKM

制約と照合してデータの一貫性をチェックを行うチェック（Check)CKM

データ操作Webサービスを生成サービス(Service)SKM

作業リポジトリに格納するメタデータを取得リバースエンジニア
リング(Reverse)

RKM

ステージング領域からターゲットにデータを統合統合（Integrate)IKM

詳細カテゴリKM
ロード（Loading) 異機種間データをステージング領域にロードLKM

サンプルKMs

Journalize
Read from CDC 

Source

Load
From Sources to 

Staging

Check
Constraints before 

Load

Integrate
Transform and 

Move to Targets

Service
Expose Data and 
Transformation 

Services

Reverse
Engineer Metadata

Reverse

Journalize

Load

Check

Integrate Services

Pluggable Knowledge Modules Architecture

CDC

Sources

Staging Tables

Error Tables

Target Tables

WS WS WS
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LKMの例：LKM File to Oracle (SQLLDR) (参考)

統計情報の作成Analyze work table

コントロールファイルの生成Generate CTL file

ロードテーブルのドロップ

SQLLDRコマンドの実行

ワークテーブルの作成

ワークテーブルのドロップ

目的

Drop work table

Drop work Table

Call sqlldr via Jython

Create work table

コマンド
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IKMの例：IKM SQL Incremental Update (参考)

フローテーブルのドロップDrop flow table

新規行の挿入Insert new rows

コミットCommit transaction

統合制御Post-integration control

ジャーナルテーブルのクリーンアッ
プ

Cleanup journalized table

不要行のフラグFlag useless rows

既存の行の更新Update existing rows

更新の行のフラグFlag rows for update

フローテーブルから削除データの
削除

Remove deleted rows from 
flow table

エラーデータのリサイクルRecycle previous errors

ジャーナルから削除データの同期Synchronize deletions from 
journal

フローコントロールFlow control

フローを一時テーブルに挿入Insert flow into I$ table

ターゲットテーブルの切捨てTruncate target table

フローテーブルの作成Create flow table I$

ターゲットテーブルの削除Delete target table

ジャーナルテーブルのロックLock journalized table

フローテーブルのドロップ

ターゲットテーブルの作成

目的

Create target table 

Drop flow table

コマンド



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 39

CKMの例：CKM SQL (参考)

前のエラーの削除Delete previous errors

エラーテーブルのドロップDrop error table

エラーテーブルの作成Create error table

PKの規則に反した行をエラーテー
ブルへ挿入

Insert PK errors

AKの規則に反した行をエラーテー
ブルへ挿入

Insert AK errors

FKの規則に反した行をエラーテー
ブルへ挿入

Insert FK errors

CKの規則に反した行をエラーテー
ブルへ挿入

Insert CK errors

Not NULLの規則に反した行をエラー
テーブルへ挿入

Insert Not NULL errors

コントロールテーブルからのエラー
の削除

Delete errors from 
controlled table

check sumをチェックテーブルへ挿
入(SNP_CHECK_TAB)

前のチェック合計の削除

チェックテーブルの作成

チェックテーブルのドロップ

目的

Drop check table

Insert check sum into 
check table

Delete previous check sum

Create check table

コマンド
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Knowledge Modulesの拡張

KMを複製しカスタマイズ
することも可能

「詳細」タブでKMの処理ステップを確認 ステップの実行コマンド
が確認でき、修正・変更を行え

KMの拡張が可能

各ステップをダブルクリックすると
処理の詳細を確認/修正可能

<%=snpRef … %>で囲まれた部分は
ODIの関数。Designer(GUI)で定義し
たソース/ターゲット表等の名前を取得
し実行コードを生成する
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<Insert Picture Here>

Agenda

• 異なるデータベースを運用する課題
• Oracle DatabaseとSQL Serverのデータ連携方法
• Oracle DatabaseとSQL Serverの一元管理について
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Oracle Enterprise Manager

統合管理
・単一のUI
・環境の比較、コピー
・運用管理ダッシュボード
・レポート（性能、セキュリティ等）
・ユーザーエクスペリエンス監視

統合管理
・単一のUI
・環境の比較、コピー
・運用管理ダッシュボード
・レポート（性能、セキュリティ等）
・ユーザーエクスペリエンス監視

Oracle Enterprise Manager による
システム全体の運用管理

アプリケーションの管理
・ユーザー視点での性能監視
・トップダウン・アプローチによる
障害切り分け

・構成管理
・EBS パッチ管理（推奨、履歴管理）
・EBS 環境のクローン

アプリケーションの管理
・ユーザー視点での性能監視
・トップダウン・アプローチによる
障害切り分け

・構成管理
・EBS パッチ管理（推奨、履歴管理）
・EBS 環境のクローン

ミドルウェアの管理
・監視（可用性、リソース、性能）
・JVM の詳細分析
・パッチ適用
・構成管理

ミドルウェアの管理
・監視（可用性、リソース、性能）
・JVM の詳細分析
・パッチ適用
・構成管理

データベースの管理
・管理（バックアップ、領域追加など）
・監視（可用性、性能、リソース）
・分析、アドバイス、チューニング
・パッチ適用
・構成管理、オブジェクト管理
・機密情報のマスキング

データベースの管理
・管理（バックアップ、領域追加など）
・監視（可用性、性能、リソース）
・分析、アドバイス、チューニング
・パッチ適用
・構成管理、オブジェクト管理
・機密情報のマスキング

その他の管理
・OS(Unix/Windows/Linux)の監視
・ストレージ(NetApp/EMC)の監視
・構成管理

その他の管理
・OS(Unix/Windows/Linux)の監視
・ストレージ(NetApp/EMC)の監視
・構成管理

EBS PSFT CustomSiebel …

アプリケーション

データベース

ストレージ

ミドルウェア
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Grid Control を拡張するPlug-in 

• Non-Oracle DBs
• Microsoft SQL Server
• IBM DB2 Database

• Network Devices
• Check Point Firewall
• Juniper Netscreen Firewall
• F5 BIG-IP Local Traffic 

Manager &Load Balancers
• Storage Devices

• EMC Celerra Server
• EMC Symmetrix DMX System
• NetApp Storage Filers

• Hosts
• (Linux , Windows, Unix)

• Non-Oracle Middleware
• IBM WebSphere
• Microsoft .Net Framework
• Microsoft Active Directory
• Microsoft BizTalk Server 
• Microsoft Commerce Server
• Microsoft Internet Information 

Server (IIS) 
• Microsoft Internet Security and 

Acceleration (ISA) Server
• Microsoft Exchange Server
• JBoss Application Server
• Apache Tomcat
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Plug-in for Microsoft SQL Server

• SQL Serverデータベースの構成およびアクティビティ監視が可能

• 主な機能
• 可用性、パフォーマンスの監視
• 問題の診断、動向分析、キャパシティプランニングのレポート作成
• 高度なモニタリング機能、イベント管理機能の提供

• ブラックアウト
• ジョブ / 修正処理
• アラート
• メトリック / ポリシー設定
• ユーザ定義メトリック
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SQL Server ホーム
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構成の表示 - 1
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構成の表示 - 2
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レポート：System Configuration - 1
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レポート：System Configuration - 2
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レポート：Database Configuration
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レポート：Memory Statistics - 1
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レポート：Memory Statistics - 2
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レポート：Space Usage
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レポート：Users and Privileges
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レポート：Performance - 1
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レポート：Performance - 2
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レポート：Process Info and Locks - 1
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レポート：Process Info and Locks - 2



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 59

レポート：Cache and Buffer - 1
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レポート：Cache and Buffer - 2
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レポート：Alert Log and Alert Events - 1
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レポート：Alert Log and Alert Events - 2
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レポート： Database Backups and Jobs
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レポート： Statistics - 1
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レポート： Statistics - 2
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【タイトル】年末カレンダー応募
【必要情報】
１、氏名
２、貴社名、所属部署名
３、貴社住所（プレゼント送付先）
４、受講された2009年11月・12月開催のセミナタイトル
５、現在ご検討中のシステムについてなど、Oracle Directに相談されたい
　　ことなどございましたら記載ください。

年末ダイセミ受講感謝キャンペーン

日頃はOracle Direct Seminarを御愛護頂き、誠にありがとうございます。
感謝の気持ちを込めまして、合計100名様にWendyの2010年版カレンダ
ーをプレゼントいたします。11月・12月に開催のダイセミを2つ以上受講頂
いた方が対象です。是非皆様奮ってご応募下さい!!

応募方法応募方法 ORD_SEMINAR_JP@ORACLE.COM

必要情報を明記のうえ、メールで
ご応募ください。当選者の発表は
発送をもってかえさせて頂きます。
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OTNOTN掲示版×ダイセミ　でスキルアップ掲示版×ダイセミ　でスキルアップ!!!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。
　 　 ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

このようなお客様に、
Oracle Technology Network(OTN)の
掲示版の活用をお薦めします。

・セミナー中に解消できなかった疑問点を解消したい！
・セミナー終了後に疑問点が出てきた！
・一般的なその解決方法などを知りたい！

セミナーに関連する質問については、OTN掲示版の
「データベース一般」へ

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2
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Oracle University LOracle University Liveive VVirtualirtual CClasslass

インターネットを通じてライブで研修に参加できる「Oracle University Live Virtual Class」。
会社や自宅からでも研修を受講することができ、品質や達成度も教室で開催される研修と同等。

スキルアップのチャンスが大きく広がります。

～インターネットでどこでも受講！世界中から最新技術をいち早く習得～～インターネットでどこでも受講！世界中から最新技術をいち早く習得～

多彩なコースから最新の技術をいち早く取得多彩なコースから最新の技術をいち早く取得

時間や場所の制約が最小限に！コスト削減に効果あり時間や場所の制約が最小限に！コスト削減に効果あり

教室で開催する研修と同じ教材・演習環境、変わらないクオリティ教室で開催する研修と同じ教材・演習環境、変わらないクオリティ

ご要望の多かった「土曜開催コース」が登場！ご自宅から受講できます

●Oracle Database 11g:管理ネクスト・ステップ - LVC (3日間)
　日程：11月12日(木)～11月14日(土)
　※ORACLE MASTER Silver Oracle Database 11g対応コース

開催コース、スケジュール
http://education.oracle.co.uk/html/oracle/70JA/ILO.htm

Oracle University Live Virtual Class
http://www.oracle.com/global/jp/education/lvc/
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運用

構築 設計

IT 企画

経営企画

業務改善計画の作成支援
• 業務診断サービス
• BIアセスメントサービス

システム企画の作成支援
•業務診断サービス
•BIアセスメントサービス

RFP／提案書の作成支援
•BIアセスメントサービス
•メインフレーム資産活用相談サービス
•仮想化アセスメントサービス
•Oracle Database 構成相談サービス
•Oracle Database 高可用性クリニック

システム構築時の道案内
•Access / SQL Serverからの移行
•MySQL / PostgreSQLからの移行
•Oracle Database バージョンアップ支援
•Oracle Developer Webアップグレード
•システム連携アセスメントサービス

システム運用状況の診断
•パフォーマンス・クリニック・サービス
•システム・セキュリティ診断サービス
•データ管理最適化サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス
Oracle Direct Conciergeサービスメニュー
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せくださいまずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
　　ログインが必要となります。
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ　
　れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096　
※月曜~金曜　9:00~12:00、13:00~18:00

　　（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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